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理学療法学科                教授                浅川 康吉 

論文 

1） 岡前暁生，浅川康吉：要介護者におけるショートステイ利用前後の神経精神症状の変化に関連する要因．

日本保健科学学会誌 21(1):28-35. 2018.06 

2） 齊藤道子，山上徹也，田中繁弥，浅川康吉，山口晴保：住民主体の通いの場への参加意向と関連要

因の検討－介護保険要支援者の社会参加を促すためのリハ専門職の役割.理学療法群馬 29：48-58. 

2018.08 

著書 

1） 浅川康吉：地域理学療法学，メジカルビュー社，2019 

講演・口頭発表等 

1） 齋藤徹, 藤井一弥, 小林将生, 浅川康吉：直線歩行および曲線歩行能力の加齢による変化について．第 5

回日本地域理学療法学会学術大会，2018.12.09 

2） 小林将生, 藤井一弥, 齋藤徹, 浅川康吉：地域在住高齢者を対象とした Figure 8 walk test および 3m zigzag 

walk test の測定誤差の検討．第 5 回日本地域理学療法学会学術大会，2018.12.09 

3） 浅川康吉：介護予防における運動機能の改善方法とその効果．第 5 回日本地域理学療法学会学術大会モ

ーニングセミナー，2018.12.09 

4） Asakawa Y, Kato M, Shogenji M, Kitaoka K, Uemura S, Kobayashi M, Kai M, Ishida K, Inagaki Y：Assessment of frailty risk using 

walking speed during daily activities for development of a sensing model among older adults.．第 13 回国際環境複合要因

学会，2018.09.23 

5） Saito T, Fujii K, Kobayashi M, Asakawa Y：Relationship between of curved walking ability to straight walking ability and fall 

experience.．第 13 回国際環境複合要因学会，2018.09.22 

6） 加藤真由美, 正源寺美穂, 浅川康吉, 植村小夜子, 北岡和代, 甲斐正義, 小林素子, 石田和生, 稲垣嘉

信, 山村幸太郎：居宅内における独居高齢者の起居・座位動作速度と転倒リスク変数との相関．日本転倒

予防学会誌，2018.09.10 

7） 正源寺美穂, 加藤真由美, 北岡和代, 浅川康吉, 植村小夜子, 小林素子, 甲斐正義, 石田和生, 稲垣嘉

信：独居高齢者の夜間頻尿における転倒リスク状態を捉える生活行動センシングモデルの開発  生活行動・ラ

イフラインデータを用いた夜間頻尿の季節変化．日本老年看護学会学術集会抄録集，2018.05.31 

競争的資金等の研究課題 

1） 分担事業担当者 浅川康吉, 原田和宏, 宮口英樹, 山口智晴, 櫻井好美：厚生労働省 平成 30 年度厚

生労働行政推進調査事業費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）「医療の変化や働き方等の変化を

踏まえた需給に関する研究(H30-医療-指定-010（研究代表者 伏見清秀））分担事業 理学療法士・作業療

法士の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」，2018.04‐2019.03 

社会貢献活動 

1） 浅川 康吉：東京都介護予防推進支援センター事業. 11, 2018.04.01-2019.03.31 

 

  




